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京大広報
の暴力行為等処罰に関する法律違反および傷害被
疑事件について，文学部第1講義室の現場検証が
京都府警察本部によって行なわれた。
(2) 9月26日（火〉午前10時から，総長室にお
いて，かねて予定されていた部局長会議を開催し
ていたところ，同11時頃，全臨闘と称する一部グ
ループが，臨時職員問題に関する話し合いを求め
て押しかけ，部局長会議は中断のやむなきに至っ
た。この状態は午後4時頃まで続いた。
引き続き文学部学友会，経済学部同好会，熊野
寮自治委員会および吉田寮自治委員会の名で一部
学生グループが押しかけ，強制捜査に関する話し
合いを要求し， 27日（水〕午前1時半過ぎに及ん
・V " ，＿。
なお， 9月26日〈火〉午後3時から同5時まで
予定されていた授業料値上げ問題等についての総
長と同学会，京院協との話し合いは事実上中止さ
れ，あらためて 9月28日（木〉および29日（金）
夕刻から30日〈土〉朝にかけて行なわれた。
防総長は，部局長会議にはかつて，強制捜査
に関する大学主催の説明会を聞くこととし， そ
の説明会は10月2日（月〉午後1時から法経第1
教室において開催された。説明会は深夜にまで及
び， 10月3日（火〉午前3時半頃いったん中断し
て，同日午後5時過ぎに再開され，翌4日（水〉
午前2時頃まで継続された。
強制捜査に関する総長声明
上記の強制捜査に闘し，総長は次のような声明
を発表した。
総長声明
1 9月26日早朝の京大経済学部同好会ボック
ス，文学部長室，文学部学友会ボックスを含む新
館地下の4室，教養部A号館1階の 5室および熊
野寮B棟307号室に対する捜索は，その際に被疑
事実と関係のないものが押収されたおそれがあ
り，必ずしも正当とは思われない。
2 そのような疑問の多い捜体’によって個人の
基本的人権，大学の自治がおびやかされる危険が
大きく，従って今後， 2度とかかるうたがわしい
捜索のないよう，今回の俊索を行なった京都府瞥
に対し，抗議するものである。
授業料増額に関する総長談話
総長は．授業料増額に関し，次のような談話を
発表した。
総長談話
国立大学の授業料増額問題に関しては，かねて
より慎重な取扱いを要望していたにもかかわら
ず，さきに，国立大学の存在意義や授業料の性格
について十分の論議をつくすことなく ，また，増
額の根拠を明確に示すことなく増額が決定された
ことは，遺憾なことであった。
昭和47年度の増額された後期分授業料の納入時
期にあたり，奨学金の拡充および授業料減免の枠
の拡大その他教育の機会均等をはかるため一段の
努力がなされるよう，関係当局に要望する。
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